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　　憐峯齢ちうんのこと・騨，心纏・生郷雛
　趨等の自然科學諸分懸で攣動する量を記録する必要を生

　　ず翻舘極めて多賢特撮近は電槽工學の鍵に
　　ようてほとんどの場含に電氣的に攣動量がpick・釦・さ
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ボ・方フ燭といρてξく〆磁場の中に吊られた導線こ

　・鏡奪はりつけ∵この回轄運動による光學レバrで光のス

1．　潔ツトの動きを擾大し感光紙に印書させる型であるこの

　　方式で記録できる周波籔は0サイクルから・1000サイク

　　醐働範園でこ瑚上の織・はデラウソ獣シげ

．．

D詩 宴tの篤眞撮影が用いられる。

t／ Pいずれにせよ最後の操作が感光紙の現儀となるので，

∴赫く撫たかどうか直ぐわカ・らぬし・，翻しながら記
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^するのが困難であり，手籔もかかり；経費もかさむ。

’lrもつと寮直に，通常の紙にイどクか何かで直接記鋒させ

　がもごとができiLば大攣便利である。特に機械工學や，生

∴物轄學の分野に現れる攣動量に200サイクル～300　cps
　　、以下ゐ場合が多く，その申で庵歎十サイクルの超低周波

　　ジ囎の屯のが多いのでこの案はかなり有望なはずである。

窄生研式イシクライ」…一はこの目的のteめのムつの解決

　　であり，電磁的にペシを動かすレコダーで使用周波歎幣

　∴縁0～400サイクルの庵のであるが，この他た屯直記式
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　　氣現象を用いる方法が考えられ（れ等については別め機
／

　　會に獲表する豫定である。
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L　　直記式オジPグラブが要求されているのは各分野から

　　であるが，申でも要墓が張く緊急≧考えられていたのは

　　醤學で使用する膿i波と心電圖の記録用のもので，臨床

．・’ pとい視地からぺ四ひダーが維郷要藤れてい．
　　た。生研式イソクライタe・一はこの方面からの委託で研究

　　・され観のであつたが，現在では後遮媛うに朧嫡

　＼，上し∫他の種々な用途に癒用されるに至つ起亀のである。
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　　（2）可動線翰（3）スティブネスおよびダγ苓一（4）ぺ

’、　レの4部に分けて考えられる。可動線輪の型としては廻
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一… 浮ﾝ型参考えられ，それぞれ設計および蝋の按衛と

　　　　　　　　　　　　　　　　tしてはメーター工i業，．rZLピドカーユ業のi賄が流用され，’e

るはずである。謄波記録用として米國や融洲で襲作され・

ているのはこの申專らメータr式でこれは恐らく最初に、　、・

手孝りけたのが自記電洗計の矯長ζし｛雫ξ）つてr．これ

から進臥だため恥ろ飛思われる・一（わが國でもこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’
れをそのま甑縫承してご三g會融が試作を行つている硬

　生研式イyクライタLはこれと全催撚的にビス1’ソ　　　、、

蓮動式のダイナミツク型を操用している亀ので，工業技

術としてダイナミツクスピe・一・カf－’工業系の屯のである。

ダイナミツク方式を操用した理由は製造がメータ・一とく　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆らぺて一段と容易で又・張力堅牢であることと・多Pタ

ー型では上下の線輪部が磁場と4行になるために無効線

輪となるに反してダイナミツぞ型では線輪が100％に有

，効に働く利黙を考慮したためである。碑氣回路の設計に

．よつて1型力｝ら4塑までゐタ種類が試作ならびに生薩さ・

』れたがいつれ庵第1圖のように圓筒型輪型細隣の間19一圓

筒型可動線輪が軸方向に動く型である6スティフ木フ～は

絃を張るもの，布入りぺr・・一クライト板の彊性を用V；る電

の，ロイル型スプリyグによるもの，燐青銅叉はバネ鋼1

鋤蛎プソ殊よるもの・ダンマ〆型飯によるものな

9’eこつ忌て研究を行？た。ステ4ラネスとしてば々＝距

kg／cm前後の程度が標準型で使用周波歎によつて加減さ

れこ姫の1／・・カ）ら鰭の範園に劉ヒし悩のが群ざ

れている。

　可動部分の質量をmとすれば，系の自己振動歎fば

壕傷できまる．咽翻の質即申・廟飼動

繍と初鵬品で・紛が針およ哩の支撒である・’

一方感度Sは，磁場の磁束密度をB（ガウス），コイル

感度は膚巳振動籔の自剰ζ逆比例する。例えば自己振動

籔を2倍にするためには感度をユ／4にする犠牲を梯わね

ばな馳・廣幽こ試作されナ紬のめ實損1はf＝＝　50～200’

c．　P．s．で理論上は現在のもので300c・’P・　s；　’k上げ得る。

こ、の場合の使用範園は0～400c・P・s・であろう。（5型
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　自己掘動歎前後の周波藪で共振を防ぐために適當なダ．
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　　　　　の三方式を研究の結果，E！etro・magnetic　Damrerを採

　　　　　用した。これは前動線輪の外側に別のコイルを巻きこの’

　　　　　爾端を輝絡又は適當な抵抗でターミネPトする。コイル

　　　　　の蓮動によづてこの中に電流が生じ，この電thth：・tiソツ

　　　　　の法即で減巽的に麟くのを利用するダソパー方式で，減

　　　　　衰項の大ぎさを加減し得る利黙がある。實際にはDam・

　　　　　per用coilのみならずExciter用コイル（踊振コイ・ル）

　　　　　自髄もいわゆるihotional　Impedar　cO’2）の作用で減嚢作

　　　　　．宙をもち，，ビあ律用は外部回路めイムピ＿ダソスの小さ

　　　　　い程有効に効くので，三極管使用の方が多極管より有’

、

調

を人工的におし・

出すことができ

る。何かの原因

で管の中途がつ

・まつた時や，途

申でイソクが切

れた時使用する

イソクは帥乾性

で流動性がより

よいものならば

（0）　：：レfノレ型iki6i！ミネ

t

M．　　　　YLUtt・　￥

い塁く嚇

　　213

f6，、

　　　　　曲てω燐焉銅飯バネ’　　　　　　　　　　x（d）ゼソてろイ型飯バネ、
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　　　　　利ジ又カソード茸荷の方がプレe－一・F負荷より有利であ　　　何でもよく，米國

　　　　　る・實離は嚇網の附近で鰯される，’・　製を；かイソ
　　　　　　最卸部分であるぺ7繭報告（1），に述べ涜よ’うに電　ク，層産ライbZ’．
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　　　　　イγク槽ゆ緬が記録紙の面よb・Te・あつ秘イシク　に細噸を籠ずる場合幸・は光澤のあるイシ勿齢な「
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　　　　趨酬に液灘左方に彌画こ鷹じ噺しいイ　ーt2い郵7勿イタ営　、
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　　　　蓮用イソク樺の灘には薩のビニ〉糊講を用いて’可動線轍坤知ツプ阻・直流感度は針邪20舳細
　　　　　～’る。イ署ク槽の蓋は上下にスライドできてこの上部のl　　mAのとき固有振動籔は45　av。・電流100　mA迄流し簿

’　海騰鮎さぎ醐ら下隅すご群よつズ・イ〃　る・ややnvであるが角動の蘇鵬噸なρ踵ゼ
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（4）布入べ一クライト板Plasヅ

it圭cityで創動が得られるし，こ海　’

を2枚重ね合せると乾性摩擦翻動・，囑澄

が得られう。　　　　　　　　’．，

（b）流麟働インク槽を中間

｝く細き吸上管にZF板を取付ゆτぺ㌧

・書蝿動噂髄緬も賊る6竺
（c）起振コイルの外側に別の＝．”・　・，

；’tルを巻i抵抗を介しで短絡すると，

電磁制動作用を生ずる。
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　　　　第3圖（a）縛ンライター

（A）18－8不鍾鋼の中窒計　　（B）　ペンホルダ・一．

（C）　回韓軸　　（D）　ビニール樹脂管’　（E》イ、

ング槽　’｝（F）　インク押出用蓋　　（G）　インク

糟を上下するガイド柱

　　　　　　ノ第『3圓（b）　ペンライティングの機構量

　ヒ＝＝＝14s・，【　－L一引

「・（D’1’　’・x

、　　，、燧

⑫ ⑪

メ

　　　　、I

f

㍗ti
－、@　ト⊥・4・凋
　　　・　　　　第4圖1型インクラィタm

二，C・P・S・以下の低周波に鍬レて適しているp

　　　　　　s
　　　　　　　　2．2、耳i畢インクライター　　ノ　　，

　　　1型をもう少し小型にし，且周波藪を上げる目的で作

　　られ・永久磁石とレてN・K・S・の50φmm＞～35　mmを『

　　坤心磁極に用いる廻輔圓筒型。コイル直裡40mm。標準

　1‘晶は固有振動籔50c．paである示，200c．P．s．のもの「

，1，・繍綻れて・・る・・56。叫、固有振購のもρは6y6

　．グツシユプル用，2◎Oc．μ＄のものは6L6プツシユプ

　既JV用，eg設計され躍布擬動機’5αc夢ものと窒直流感度僻
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　　　　　第5固II型インクライター“

針先で孝Omm／50　mAを標準としている。固有振i動藪ば

　　　　　　　ヂ’銀調整で抑減でき，滅衰特性も電磁制動コイルQ負荷を

攣えて簡翠に加減できる。　　・

　　　　　　2．3，III型インクライタ“

・II型とほとんど同じで磁氣回路が第6圖のように外磁

型で南る黙炉異なる。角型なので取付けには便利。性能、

はII型と大麗同じであるがこの方が磁力線が多いだけ

固有振動歎を高められる。
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　　．　　　第6圖　III．型インクライタ榊　　　　　　’

’　　　　・、2，4，IV型インクライタ顯　　　t’

　III型と暑同型で永久磁石に0．P・嘩粉を使用。　O・　P・．

磁石は抗磁力は大きいが，残留磁氣はやや小ざいので，
　　　　　　　1　　　　　　｝　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　1

111型より性能はやや劣る。　　　　　　’　ド

（ ー

第7瞳　V型インクライPt　k，線圖

r

φ

II型JII型身ンクライター．を2個使用し1本のペヴむ

　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　／　－　　　　　　　　t
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　　　　　　鯖3ド’巻　　第6號

　、　プ・シュカ吹緻する胴憾度に剰し岬有振轍

はV2位になる。
　　t”　　　　　も・

　　　　　　2．5，V型インクライター
　　　　　t　　　　　　　　　　　t／】

　箪7瞬のようにII型イソクライターをプッ影ユプル

型に配列した屯ので，起振力が倍になるから同一感度に

封して固有振動難が上げられ，約300　c・P・sに蓮する？

從つて使用範園は0～400　c・P・s・におよび，ぺ￥毫イ・タt・”

としては最高の周波歎幣を亀つといえよう。　　　　，

　　　　　　　　　　　3，騰波記鋒器

〆　　月職そのものにういては前報告（1’に述ぺ樋りka
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こには略すが，頭皮の表面に電極をあてSs　Pick・upさ

　　　　れる電騨約50’・・Vで周波鞘は2γ70・：P・…これ以

　　t　上高い周波藪迄出るようにすると筋肉電流その他が混入

　　　　Lて却つて臨床的に具合が悪い。型イソクライタ戸章こ

　　　　よる6・チャ勅セツ喧國蠣病院瞭醗安雛
　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’サ
　　　　氏）の委託で昭和25年3月完成，同病院で使用されてい’

　　　　る。増幅器その勉は前報告の勘である・從察撒の記

．　録は非常に困難紬のとされ・電池式堰麟と電磁オシ

　　　　Ptグラフの組合せだけが可能とされていたが，本セ男ト〆

　　　　にようて電池を全然使用しない交流電源櫓幅器とイソク

　　　　ライテイジグという＝段階がで庫に到遽された庵ので，

　　　　とれによつて電池の保rexが不用となり，矯捜憾舟

　　　　紙の代り1廟と偽獺艀間が濠く帥，畷灘録

　　　　が長時聞安贋にとれるようになつた。
　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　．第8圏　同根の攣動Pみを負讃選する“つの方法，

　　　　　　　　　、電源ノ、ムは完毫にBalance　o碁tし得る　　’
　　　　　　　　　　1－
　　　　　mp9，eeは前報告に述ぺたものの次に第8即ように・

　　　　同相電墜である電源からの50c・p・s・’¢）、　HAMを打消ず

　　　　オ・φに闘増総の上下の鱗管の簾電流の和を鰍

　　　　蠣し傭膜動をとり，rれを蝦解リツドの帷
　　　　樵に負餓濁させる回路を便用した。前報告の回路では同

　　　　相騒の負簸還量が固定されていfeのガミ・：・れで加減で．

　　　　毒る．よ、うになり・このたi≠）にHigh！・，CuのFilte「が一

　　　　段減りジ特性が，よ’く／なつた。　　　　　　　、，

　　　　　第9圖は最近の謙用翻喘鯛相負餓還回路は用い
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2一チヤネルユニットの結線圏を示し，これとII型イ

ンクライター2個を租合せたセ・トの窩眞をグラビア第tt、

4圖に示す（第10圖はイソクライターのみの特憐）。
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　’1笹V以下b増幅牽は入力聡50’yV，200μV，1000露Vの

．　3段階に減衰器によつて切換えられ，異常高電歴の入力

　’に轡して亀飽和するFとの存いように考慮されてある。

　　一壌幅器ユニツトの大きさは550mm×650＞〈，　780，記録
ノ

、／

葡u一野嫡茄Omm×650×290・脚nrラー附。國
　　’立東京第二病院（携當藤森聞二氏）及び東大清水外科

　’・（播奮，清水健太郎氏，佐野圭司氏）の委託により試作

　’．された。2手ギネルセツトは千藁讐大（松本　　氏），金

　　澤精瀞病院（松原太郎氏、，新潟讐大（藥理教室）等の委

　　疑年よる。第13岡は第13回欝學會主催現代轡學展（上

　　野粉坂屋昭和’26年4月’1日～7日）で公開試験を行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　づた時にとつた記録の一例の正常波を示す。

鷹波用2チ（ネル分壇巾器結線圓

　　　　　　4，心電圖記鋒装置

心臓の活動に際して心筋から護生する電墜を心臓電氣

　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

．、といい第14圖のホうなポテシシャル労布をもつので，

　最庵電堅差の大きな部位として左腕一左腕（第1誘導）

　右Wt－一一一左眩（第II誘導）が電極に邊ばれる◎心臓D

　鼓動とと電に第届圏ρような電屡¢1攣動が記録され波

　の形にそれぞれP．Q．R．S．Tの名前がつけられている。

　R波のピPクで1mV程慶，周波藪幣としては0・3　c‘P・s・

　から・200　c．P．s．位の範園にわたるe　Einthovenの獲見に

　h＞　xり，いわゆるEintheven　Galvanometerlカ：用いら

　れ最近嗣動鐵片型嚇頭拶ブでnvftwhを鯉し

　て記録されている6周波歎範園が高いところ迄あるので

　イソクライ」St　・一は困難とされていたが，生硯式イソクラ

　イタeによればこの周波籔轍ま記録可能であるので，從

　來の牙ジログラフに劣らな恥周波藪特性を庵つ心電計が

　試作された。グラビア第3圖がその全瞳窩虞で，1エレ

　メソ゜トのII型イソ’コライタ己使用，時間軸としてR－C
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　　　第・7，pa・心綱識翠凋灘雛’：ご1
　　　a篠規格標準，新窺格は3と4．の間に入り，

　　　『本セット亀これに準じて設計してあるo　　　　《

會の規絡に合うように設計されている。直流部分と交洗
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研究所表所員よりの依頼でわが國最初のイソクライタ僻

膿計が謙された識初醜のは速度勤騨？i・k〆
up（地震研究所製作）を用い，これを心電計用増幅器と　．

略同一の規格で設計した差働型壌幅器を用いて増幅レ，、ぐ
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　　　　　218　　　　『　　　　　1

　　　驚イソ旛きの線の細いごとが要求される。周波歎糊生

　　’　’　．lrt　O．2　b．P．s．～30c．P．s．’で心電圖（E．K．（L）よ゜り低あであ

き　　　るが・増輻牽は入力LmV程度なのでEtK・G・規格なみ

　　Dである。これによつて從來記録され得なかつた微震）／超『

ゾ’ @一微震が詑録されるのでこの方面で期待されている。現在

　　・　は更に筆渚の考案になる書響イムピーダソス式Pickur

　　　による鍵位式地鍵計を試作申で，これ寮完成すれほ，現

　　　鞭恥れ9い麺籔子酸の’：］・・N使用しこ承鮒

　．、し煽晶として璽ツトを取付ければ攣位のイソク記鋒が写き

　　　るようになろう。　　　　、　　　1

　　　　地震計用増幅器はE．K．G．規格の亀のZほとんど同じ

　　　1であるので結線圖は省略する。
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・斜8圖廟騨の原理
　記録量yが加速度を示すた

t／ﾟには一定の條件が必要で

　夢る。

　　　　　　　　6，自鴇加遽計　　　r　・／
　ノ　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　林業用の鐵道で事故が多く，軌渣の保守状況を測定す

・る方法が要塑される一ガ，材木蓮搬用b　pt車の強度規格

を震める上に，1走行中，ト　n車にか1・，る加速度を知るとと

・が必≡琴にな？kので，林野廃國有林課（i謄嘗水野技官，

小山悌恥の委囑により・この月的のt・めに郎己加叢

欝の試作を行つた。上下，左右，前後の加速度をイソタ

㌧馨きで自記さ律る裟置セあるが，上下の方向が最も重要

戸且記enee置として難しいのでこのため⑱鰭試作を行

，ρたものを口糟に示す。　　　　’　　　　　　，　t
　　　　コキ　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　その原理は垂直にスプ
’　　　　　　　　　　　　　　de　sZn　at
　　　　　　　　　　　　　　り￥グで吊られた重錘で

　　　　　　　　　　　　　加速度に比例した攣位を

　　　　　　　　　　　　　　とり，これから垂直軸の

　　　　　　　　　　　　　　周りに水李運動す乞イ

　　　　　　　　　　　　　　ソクペソに］晦chahica1

　　　　　　　　　　　　、’LeverでLinkさせるの

　　　　　　　　　　　　　で・第18躍のように質

　　　　　　　　　　　　　量mがスプリソグkで

　　　　　　・＝ω。轟鞠・i・ω’

　　　　　　　　　　　（ω・イ鍵の固有嫡鋤，

　　　　’噛の鵬露響撃離一・…（・），

　　　　蜘囎㌃翻醐）一（2）

　　で面定振i動より固有振動黍高い場合に加速度記鋲，逆め

　　魯合に鍵位記録となる6（1）式で加速度計の感度がきま　’

湯嘱鯵購媚剰こ蹴例諭，例えば／一既
　　拝鋲とすれば1gに物してα7m魚攣位となる。これを

　　、s14・
・／

@・〆　ご“

吊られているとき外箱と

質量の相饗攣位（記録さ

れる攣位）yは外箱の室

間振動がao　sin　wtで與

えられる場合

で與えられるから

　　t”1’、∴〆＼’ジ1∴沼娼∴曳lPノ轡㌧鷲響響

　　　　　　　　　、　　坐薩硯魂　∫，冷
　　　　　　
Meclianical　Levetで1◎倍1こ鑛大すると7血mとな教

　’制動としては電磁制動認用ひ，このためにII型イソ．

クライターのユ三ツ㍗をそのま玉使用しち可動線輸の上

’部に重錘を？けて質量饗＆し，・ペソ軸の振えを飯スプ

リソグで押へてスティフネスkと．し，これを調整可能に

してある6ごれにょつて被測定饗象に懸じて，感度と固

有振動藪をi攣えられ為o’　　　「　　T

　　／

　　　　　　　　　7一附　　寵　　　ン．　iJ
　　t　　　　　　　　　　

　．以上麟波，心電圓，、地震計，加速度に繋するイソクラ，

イ‘R・一の鷹用について述ぺたが，なおその篠φ鷹珀とし

て河村教授との協同礫究として表面仕上げ状祝説録器と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しての試作が計甕されており，今後更に多方面への懸用

を望んでいる。　　’　l　　　　　　　　l　・　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　以上の翻究は研究…鰻め協同たよるesので，特に引

ツ～ライ外・紙邊残置について1ま吉山助手；磁氣回
路，可動線輪について技術研究生志賀健雄君〆堰嘱器に

ついては大上一賜，大野昭三の爾君・心電癬藤器につ

いセは藤岡健夫，金澤磐夫爾君，EE．（；．8チヤネルユ

ニツト試作については大野君，部晶，、製品の性能試験と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の’試難鄙・ついては米田圓輯鰍部晶製作につ、・・て

・は大倉與李君のそれぞれ努力によるものである。　　、
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